
「待機児童ゼロ作戦」の展開などにより、これまでに
9,400人を超える保育定員増を実現し、5年連続で
待機児童ゼロを達成しました。
都の新たな補助事業を活用し、国制度等の対象外

となっている第1子の保育料を9月から無償化しま
す。これにより、全ての児童が対象となります。本定
例会に、「練馬区保育所保育料条例」の改正案を提出
しています。
●こども誰でも通園事業の試行実施
国が来年度から本格実施する「こども誰でも通園

事業」は、区独自に利用上限時間を拡大するなど、よ
り利用しやすくして、来月から私立保育所等10カ所
で試行します。
●学童クラブ待機児童対策等
4月に区立小学校3校で「ねりっこクラブ」を開設

し、これまでに学童クラブの定員は2,500人以上拡
大しました。来年度は、全校実施に向け2校で開設し
ます。
中村橋区民センターの大規模改修に伴い、一時移

転していた学童クラブは11月にセンターに戻り、障
害児の受入れ体制を充実します。
本定例会に「練馬区立学童クラブ条例」及び「練

馬区ねりっこクラブ条例」の改正案を提出していま
す。

今年もまた、暑い季節がやってきます。近年、春先
から気温が上がり、早い時期から熱中症への注意が
必要になっています。既に区では、高齢者世帯に対す
る訪問や電話による声掛けに加え、SNSなどによる
注意喚起を行っています。
区民の皆様には、こまめな水分・塩分の補給や積
極的なエアコンの活用など、熱中症から命を守る行
動をお願いします。
これまで永い年月にわたり努力を積み重ねてき
た、区政最大の課題である大江戸線の延伸が大きく
前進しました。
本年3月、副知事をトップとする都のプロジェクト

チームがこれまでの検討を取りまとめ、その内容に
ついて区へ報告がありました。2040年頃の開業を
想定し、区が200億円の財政負担と鉄道施設整備
への協力を行うことで、収支採算性が確保できると
見込んでいます。大江戸線の延伸は新たな段階に入
り、今後、都は国との協議を進めていくものと考えて
います。
区は、都に対し事業化及び開業の目途を早期に公
表するよう求めるとともに、国との協議に全面的に
協力していきます。同時に、延伸地域のまちづくりを
更に進め、大江戸線延伸推進基金を計画的に積み
増すなど、地元自治体としての責任を果たしていく
決意です。

引き続き、区民の皆様、区議会の皆様と力を合わ
せて、一日も早い延伸の実現に向けて全力を尽くし
ていきます。
区長就任以来、私は住民の切実な声に応えるため

に、基礎的自治体でなければ対応が難しい問題があ
るのではないか、自問自答を重ねてきました。既存の
都区の役割分担では応え切れない課題に対し、区が
一歩踏み込むことが必要だと思い至ったのです。
重度障害者が練馬区で暮らし続けることができる

「三原台2丁目の地域生活支援拠点」、地域団体と手
を携えて進める「困難な問題を抱える若年女性への
支援」などに取り組んでいます。
児童相談体制では、広域行政である東京都練馬
児童相談所と区の子ども家庭支援センターを一体
的に運営するだけでなく、区独自に児童養護施設等
の卒業生を支援する「ねりま羽ばたく若者応援プロ
ジェクト」を開始しています。幼保一元化の垣根を超
えた「練馬こども園」は、これらに先行して実現した施
策です。
いずれも、住民の切実な声に応えるため、敢えて区
として踏み込むべきと見極めて実行したものです。
今後とも自分の信条を貫いて、全国を先導する自治
体行政を展開していきたい、そう考えています。

●保育サービスの拡充
区独自の幼保一元化施設「練馬こども園」の創設、
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22面へ続く面へ続く
【掲載内容について】　講座などは、原則、区内在住・在勤（在学）の方が対象で、発行日（施設が休館の場合
はその翌日）以降に申し込めます。　※申し込みは１人１通です。　※区役所へ郵送する場合は、郵便番号
（〒176-8501）と部署名のみで届きます。　※☎︎や FAX は市外局番「03」を省略しています。

区報は、朝日・産経・東京・日経・毎日・読売の各新聞に折り込んでいます。
駅・金融機関・郵便局・公衆浴場・薬局・ファミリーマート・セブン-イレブン・西友・
ライフ・サミット・ヤマダデンキ・コジマ・ルネサンスや区立施設にも置いています。

毎月1日・11日・21日発行
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　投票時間は午前７時～午後８時
です。問選挙管理委員会事務局
☎5984-1399

6月22日㈰は
東京都議会議員
選挙の投票日
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記事のタイトルをクリックすると、当該記事のホームページに遷移します。※ページがない場合は、遷移しません。

https://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/senkyo/tokyoutogikaigiin_r7/index.html
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